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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

⓳

伊
那
地
域
の
現
況

　
長
野
県
伊
那
市
は
長
野
県
の
南
部
に
位
置
し
、
南
ア
ル
プ

ス
を
境
に
山
梨
県
と
静
岡
県
に
接
し
、
中
央
ア
ル
プ
ス
を
境

に
木
曽
地
域
と
接
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
に
伊
那
市・高
遠

町・長
谷
村
が
合
併
し
、
新「
伊
那
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
総
面
積
は
約
６
万
６
千
ha
で
、
森
林
面
積
は
約
５
万
５
千

ha
と
市
の
82
％
を
占
め
、
国
有
林
約
２
万
１
千
ha（
39
％
）、民

有
林
約
３
万
３
千
ha（
61
％
）の
多
く
が
ア
カ
マ
ツ
と
カ
ラ
マ

ツ
で
占
め
て
い
ま
す
。
里
山
か
ら
ア
ル
プ
ス
に
至
る
ま
で
広

く
森
林
に
覆
わ
れ
、
水
源
涵か
ん
よ
う養
、
土
砂
災
害
防
止
、
地
球
温

暖
化
防
止
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
を
有
し
、
地
域
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
資
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
森

林
整
備
の
停
滞
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
圧
被
害
、
松
く
い
虫
被

害
の
蔓
延
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
山
地
災
害
の
発
生
等
多
く

の
課
題
も
あ
り
、
過
疎
化・高
齢
化
に
よ
る
林
業
従
事
者
の
減

少
、
放
置
さ
れ
る
森
林
の
増
加
な
ど
に
よ
り
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
業
成
長
産
業
化
構
想

　
平
成
28
年
２
月
に
、
現
在
の
森
林
状
況
を
把
握
し
課
題
を

よ
り
明
確
に
し
て
森
林
を
健
全
で
豊
か
に
発
展
的
に
後
世
に

引
き
継
ぐ
た
め
、「
伊
那
市
50
年
の
森
林（
も
り
）ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
50
年
と
い
う
時
間
軸
で
、
林
業
関
係
者

だ
け
で
な
く
市
民
が
主
体
と
な
る
目
標
を
掲
げ
て
、
50
年
後

の
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
念
と
目
標
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、地

域
の
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
林
業
の
成
長
産
業
化
を

図
り
、地
元
に
利
益
を
還
元
し
地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
る

取
組
と
し
て
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
を
設
定
し
ま
し
た
。

本
構
想
に
参
画
す
る
事
業
者
、関
係
機
関
等
か
ら
な
る
地
域
検

討
会
議
を
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会
内
に
設
置
し
、取
組
の
進
捗

状
況
と
目
標
に
対
す
る
達
成
状
況
を
評
価
検
証
し
て
い
ま
す
。

林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
た
取
組

　
当
地
域
で
は「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
」に
基
づ
き
、次

の
３
点
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
50
年
の
森も

り林
ビ
ジ
ョ
ン
で
作
成
さ
れ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
基

礎
と
し
て
「
営
み
と
し
て
活
用
す
る
森
林
」
か
ら
集
約
化
す

る
モ
デ
ル
団
地
を
選
定
し
て
、
取
組
に
向
け
た
問
題
点
や
課

題
点
等
の
洗
い
出
し
を
行
い
ま
す
。

長
野
県
伊
那
地
域

持
続
可
能
な
林
業・木
材
産
業
の
推
進
に
向
け
て

伊
那
市
50
年
の
森
林（
も
り
）ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
し
て
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②
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
た
体
制
整
備

  
林
業
の
循
環
の
確
立
と
収
益
性
向
上
に
は
、
林
業
経
営
コ
ス

ト
の
低
減
と
木
材
需
要
の
拡
大
が
必
要
で
す
。
特
に
林
業
経

営
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
森
林
路
網
に
つ
い
て
は
、
路
網
を

適
切
に
配
備
し
間
伐
や
主
伐
後
の
再
造
林
の
施
業
を
合
理
的

に
進
め
る
仕
組
み
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
林
業
経
営
体
に
高

性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
て
、
次
の
50
年
に
繋
が
る
持
続
可

能
な
森
林
経
営
基
盤
を
構
築
し
ま
す
。

③
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出

　
林
業
の
持
続
的
な
経
営
の
た
め
、「
生
産
か
ら
加
工・流
通
の

体
制
整
備
づ
く
り
」
と「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

拡
大
」に
よ
り
林
業
経
営
体
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
生
産
か
ら
加
工・流
通
の
体
制
整
備
づ
く
り
」に
お
い
て
は
、

安
定
的
な
素
材
生
産
と
生
産
性
の
高
い
作
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

林
業
技
術
者
の
採
材
技
術
の
向
上
、中
間
土
場
の
共
有
化
の
活

用
に
よ
り
、素
材
生
産
者
か
ら
製
材
業
者・工
務
店
等
の
需
要
者

間
の
直
接
取
引
を

促
進
し
、地
域
内
業

者
に
よ
る
地
域
総

合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

　
「
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
拡
大
」
で
は
、

地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
の
取
組
を
行
い
、
森
林
資

源
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
使
い
切
り
、
よ
り
多
く
の
利
益
が
森

林
関
係
者
に
還
元
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
今
後
の
取
組

①
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・	

取
組
モ
デ
ル
団
地
と
し
て
、
課
題
を
抱
え
る
５
団
地
を
抽

出
、
う
ち
２
団
地
で
森
林
経
営
管
理
意
向
調
査
を
モ
デ
ル

的
に
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
後
、
林
業
事
業
体
が
森
林
経

営
計
画
を
策
定
し
森
林
整
備
を
進
め
て
い
く
方
針
で
合
意

で
き
た
団
地
と
、
土
地
所
有
者
で
構
成
さ
れ
た
地
元
管
理

組
合
の
合
意
が
必
要
な
団
地
と
な
り
、
引
き
続
き
地
元
関

係
者
と
の
検
討
を
進
め
て
い
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

・	

モ
デ
ル
団
地
で
は
Ｕ
Ａ
Ｖ（
ド
ロ
ー
ン
）撮
影
に
よ
る
森
林

資
源
量
調
査
と
、素
材
生
産
に
お
け
る
採
算
性
の
評
価
と
経

営
管
理
権
集
積
計
画
に
資
す
る
採
算
性
評
価
を
実
施
し
ま

し
た
。課
題
と
し
て
、調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
資
源
情
報
を
、

林
業
事
業
体
、流
通
加
工
事
業
者
、建
築
設
計
業
者
に
提
供

す
る
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
た
体
制
整
備

・	

モ
デ
ル
団
地
で
林
業
専
用
道
の
開
設
工
事
に
着
手
し
、
新

規
林
業
専
用
道
を
幹
線
と
し
た
路
網
配
置
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
場
地
形
の
形
状
を
解
析
し
、

山
地
保
全
に
配
慮
し
た
路
網
配
置
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
て
、

今
後
の
作
業
道
作
設
の
ル
ー
ト
選
択
、
有
効
な
施
業
方
法

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・	

林
業
事
業
体
の
高
性
能
林
業
機
械
導
入
に
よ
る
造
林
、
流

通
コ
ス
ト
削
減
の
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・	

中
間
土
場
の
設
置
に
つ
い
て
は
、市
域
の
川
上
～
川
中
～
川
下

関
連
事
業
者
に
意
向
調
査
を
実
施
し
、同
様
の
機
能
を
持
つ
既

存
木
材
市
場
と
の
共
存
も
含
め
た
検
討
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出

・	

既
存
の
製
材
品
に
よ
る
新
た
な
部
品
開
発
や
建
築
工
法
の

研
究
を
促
す
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
、
現
地
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

・	

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
の
推
進
を
図
る

た
め
、
市
内
公
共
施
設
に
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー・ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
ペ
レ
ッ
ト
の
増
産
を
進
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

先
に
記
し
た
「
伊
那
市
50
年
の
森
林（
も
り
）ビ
ジ
ョ
ン
」

の
推
進
に
向
け
た
取
組
と
し
て
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出

モ
デ
ル
事
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
で
あ
る「
山（
森
林
）が
富
と
雇
用
を
支
え

る
50
年
後
の
伊
那
市
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
林
業
が
地
域

産
業
の
一
翼
を
担
い
森
林・林
業
を
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い

く
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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